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【授業目標】
計算機は、今後それぞれの専門の仕事を進めていく上で今や必須の道具です。この授業は、情報工学を専門としない
学生を対象として、計算機のしくみの基礎となる事項と、応用であるインターネット、音響・画像情報処理等につ
いて学び、より良い計算機の使い方が出来るようになることを目指しています。具体的には、以下を授業目標として
います。
（１）整数・小数を2進数、10進数、16進数で表現し、また基本的な論理演算を組合わせて、論理関数を論理式とし
て表現できる。またフリップフロップなどの順序回路の基本素子について、その動作と特性が説明できる。
（２）インターネットの仕組みについて説明できる。
（３）音の強度・音程・音色に関する基礎的事項を理解し、人の聴覚特性とそれを利用した音響情報圧縮について説
明できる。
（４）画像の濃度変換処理、空間フィルタ処理の基礎的事項が説明できる。

【教育方針・授業概要】
本科目の総授業時間数は22.5時間です。授業前半では計算機工学の基礎として、簡単な論理代数を使うことにより、
一見複雑な状態を単純な場合の組合せに簡素化できることを学習します。後半では、計算機応用でなじみの深いイン
ターネットのしくみ、音響・画像情報処理等の基礎について学習します。

【授業形式・視聴覚・機器等の活用】
プリント配布と板書による授業を主とし、演習などを通じ履修者の理解を確かめながら授業を進めていく。

【成績評価方法】
[後期]中間試験：40％,期末試験：40％,レポート：20％,レポート点には、授業中の演習を含む。

【達成目標】
　 達成目標 割合 評価方法

1 コンピュータの基礎としてのブール代数の理解、コンピュータの基 60 % 中間試験、期末試験により評価する。

礎と利用（インターネット、音響・画像情報処理）に関する基本的

理解

2 ブール代数など、コンピュータ理解に必要な要素技術の理解 20 % 授業中の演習やレポートにより評価する。

【本校の学習・教育目標】
◎(B-2) 基礎工学科目の学習を通して、工学の基本を身に付ける

【授業計画】（情報機器総論）
回数 授業の主題 内容 レポート 宿題

第1～2回 2進数の基礎と論理回路 デジタル計算機で使用する2進数と、その四則演算に

ついて理解する。AND回路、OR回路、NOT回路などの基

礎及び、任意の論理回路がNAND回路またはNOR回路で

表せることを学習する。

第3～5回 論理代数と順序回路 ブール代数について学び、これを用いて論理回路が設

計できることを学習する。またコンピュータの基本回

路を構成しているフリップフロップとその応用につい

て学習する。

第6～7回 コンピュータの基礎とインター ノイマン型コンピュータのしくみについて学習する。

ネットのしくみ また身近な応用であるインターネットのしくみについ

て学習する。

第8回 中間試験

第9～11回 音響情報処理 音響工学の基礎、人の聴覚特性を利用した情報削減処

理など基礎的事項を学習する。

第12～15回 画像処理等 画像の濃度変換や空間フィルタ処理など画像処理の基

礎的事項を学ぶとともに、デジカメ画像処理で役に立

つ技術の要点を学習する。


